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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置と通信する端末装置であって、
　第１のタイプのセルに対して、少なくとも第１の信号に基づく参照信号受信電力測定を
行なう受信部を備え、
　前記受信部は、
　測定対象設定に第２の信号の設定に関する情報が含まれている場合には、第２のタイプ
のセルに対して、前記第２の信号に基づく参照信号受信電力測定を行ない、
　前記第２のタイプのセルは、ＡｃｔｉｖａｔｅｄまたはＤｅｃｔｉｖａｔｅｄが設定可
能なセルであり、
　前記受信部は、前記第２のタイプに設定されたセルがＤｅａｃｔｉｖａｔｅｄであるか
Ａｃｔｉｖａｔｅｄであるかによって、前記第２の信号に基づく参照信号受信電力測定の
測定周期を切り替える端末装置。
【請求項２】
　前記第２のタイプのセルは、追加変更または削除が可能なセルである
　請求項１記載の端末装置。
【請求項３】
　前記第１のタイプのセルは、プライマリーセルである
　請求項１記載の端末装置。
【請求項４】
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　前記第２の信号の設定に関する情報には、測定周期に関する情報が含まれる
　請求項１記載の端末装置。
【請求項５】
　前記第２の信号は、ＣＲＳ（Ｃｅｌｌ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉ
ｇｎａｌ）および／またはＣＳＩ－ＲＳ（Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｓｔａｔｅ　Ｉｎｆｏｒｍａ
ｔｉｏｎ　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌ）と同様のリソースが割り当てられる
　請求項１記載の端末装置。
【請求項６】
　前記第２の信号は、時間／周波数の同期に用いられる
　請求項１記載の端末装置。
【請求項７】
　基地局装置と通信する端末装置における方法であって、
　第１のタイプのセルに対して、少なくとも第１の信号に基づく参照信号受信電力測定を
行なう第１測定ステップと、
　測定対象設定に第２の信号の設定に関する情報が含まれている場合には、第２のタイプ
のセルに対して、前記第２の信号に基づく参照信号受信電力測定を行なう第２測定ステッ
プと、を有し、
　前記第２のタイプのセルは、ＡｃｔｉｖａｔｅｄまたはＤｅｃｔｉｖａｔｅｄが設定可
能なセルであり、
　前記第２測定ステップは、前記第２のタイプに設定されたセルがＤｅａｃｔｉｖａｔｅ
ｄであるかＡｃｔｉｖａｔｅｄであるかによって、前記第２の信号に基づく参照信号受信
電力測定の測定周期を切り替える方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末、基地局、通信方法および集積回路に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ（Third Generation Partnership Project）によるＷＣＤＭＡ（Wideband Cod
e Division Multiple Access）、ＬＴＥ（Long Term Evolution）、ＬＴＥ－Ａ（LTE-Adv
anced）やＩＥＥＥ（The Institute of Electrical and Electronics engineers）による
Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ、ＷｉＭＡＸ（Worldwide Interoperability for Microwave A
ccess）のような通信システムでは、基地局（セル、送信局、送信装置、eNodeB）および
端末（移動端末、受信局、移動局、受信装置、ＵＥ（User Equipment））は、複数の送受
信アンテナをそれぞれ備え、ＭＩＭＯ（Multi Input Multi Output）技術を用いることに
より、データ信号を空間多重し、高速なデータ通信を実現する。
【０００３】
　その通信システムにおいて、基地局と端末とのデータ通信を実現するためには、基地局
は端末に対して様々な制御を行うことが必要である。そのため、基地局は、端末に対して
、所定のリソースを用いて、制御情報を通知することにより、下りリンクおよび上りリン
クにおけるデータ通信を行う。例えば、基地局は、端末に対して、リソースの割り当て情
報、データ信号の変調および符号化情報、データ信号の空間多重数情報、送信電力制御情
報等を通知することにより、データ通信を実現する。そのような制御情報は、非特許文献
１に記載された方法を用いることができる。
【０００４】
　その通信システムは、少なくとも、ＴＤＤ（Time Division Duplex）に対応している。
ＴＤＤ方式を採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ＴＤＤは
、上りリンク信号と下りリンク信号を時分割多重することによって、単一の周波数帯域に
おいて全二重通信を可能にする技術である。
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【０００５】
　その通信システムは、基地局がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信
システムである。また、単一の基地局は複数のセルを管理してもよい。また、単一の基地
局は複数のＲＲＨ（Remote Radio Head）を管理しても良い。また、単一の基地局は複数
のローカルエリアを管理してもよい。また、単一の基地局は複数のＨｅｔＮｅｔ（Hetero
geneous Network）を管理してもよい。
【０００６】
　その通信システムにおいて、端末は、少なくとも、セル固有参照信号（CRS: Cell-spec
ific Reference Signal）に基づいて参照信号受信電力（RSRP: Reference Signal Receiv
ed Power）を測定することができる（非特許文献１）。
【０００７】
　その通信システムにおいて、ＬＴＥで定義されている一部の物理チャネルや信号が配置
されないキャリア（コンポーネントキャリア）を使用し、通信を行なってもよい。ここで
、そのようなキャリアをニューキャリアタイプ（NCT: New Carrier Type）と呼称する。
例えば、ニューキャリアタイプには、セル固有参照信号や物理下りリンク制御チャネル、
同期信号（プライマリー同期信号、セカンダリー同期信号）が配置されなくてもよい。ま
た、ニューキャリアタイプが設定されたセルにおいて、モビリティ測定、時間／周波数同
期検出を行なうための物理チャネル（PDCH: Physical Discovery Channel）の導入が検討
されている（非特許文献２）。なお、ニューキャリアタイプは、追加キャリアタイプ（AC
T: Additional Carrier Type）と呼称される場合もある。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００８】
【非特許文献１】3rd Generation Partnership Project Technical Specification Group
 Radio Access Network; Evolved Universal Terrestrial Radio Access (E-UTRA); Phys
ical layer; Measurements (Release 10) 30th Mar 2011, TS36.214 v10.1.0 (2011-03).
【非特許文献２】"Issues Regarding Additional Carrier Type in Rel-11 CA", R1-1140
71, 3GPP TSG-RAN WG1 Meeting #67, San Francisco, USA, 14th - 18th Nov 2011.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかしながら、時間／周波数同期検出用の信号で受信電力を測定することは開示されて
ない。さらに、特定の信号の受信電力測定が行えなかった場合について端末の測定方法に
ついては開示されていない。
【００１０】
　本発明は、上記問題を鑑みてなされたものであり、その目的は、基地局と端末が通信す
る通信システムにおいて、受信電力測定を効率的に行うことが可能となる基地局、端末、
通信システムおよび通信方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　（１）この発明は上述した課題を解決するためになされたもので、本発明の一態様によ
る端末は、基地局と通信を行う端末であって、第１の信号に基づく受信電力測定を行なう
受信部と、上位層によって、第２の信号の設定に関する情報が設定される場合には、前記
第２の信号に基づく受信電力測定を行なう前記受信部と、を有することを特徴とする。
【００１２】
　（２）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記受信部は、第１
の信号に基づく受信電力測定を行なわないことを特徴とする。
【００１３】
　（３）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記受信部は、上位
層によって、第３の信号の設定に関する情報が設定される場合に、前記第３の信号に基づ
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く受信電力測定を行なうことを特徴とする。
【００１４】
　（４）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記受信部は、前記
第３の信号の設定に関する情報が複数設定される場合、前記複数の第３の信号の設定に関
する情報に含まれる種々のパラメータのうち、少なくとも仮想セルＩＤが同じ値に設定さ
れていれば、前記複数の第３の信号に基づいて受信電力測定を行なうことを特徴とする。
【００１５】
　（５）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記第１の信号と前
記第２の信号は、１リソースブロックペア内に配置されるリソースエレメントの数が異な
ることを特徴とする。
【００１６】
　（６）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記第１の信号と前
記第２の信号は、送信周期が異なることを特徴とする。
【００１７】
　（７）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記第２の信号と前
記第３の信号は、１リソースブロックペア内に配置されるリソースエレメントの数が異な
ることを特徴とする。
【００１８】
　（８）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記受信部は、前記
第１の信号と前記第２の信号に対してそれぞれ独立に前記第１の信号の信号系列および前
記第２の信号の信号系列の初期化が行なわれていることを特徴とする。
【００１９】
　（９）また、本発明の一態様による端末は、上記の端末であって、前記受信部は、前記
第１の信号に対しては、物理セルＩＤに基づいて前記第１の信号の信号系列を検出し、前
記第２の信号に対しては、仮想セルＩＤに基づいて前記第２の信号の信号系列を検出する
ことを特徴とする。
【００２０】
　（１０）また、本発明の一態様による基地局は、端末と通信を行なう基地局であって、
第１の信号の設定に関する情報として、少なくとも前記第１の信号の測定サブフレームパ
ターンを前記端末へ通知し、第２の信号の設定に関する情報として、少なくとも前記第２
の信号の送信周期および前記第２の信号の測定サブフレームパターンを前記端末へ通知す
る送信部を有することを特徴とする。
【００２１】
　（１１）また、本発明の一態様による基地局は、上記の基地局であって、前記送信部は
、前記第１の信号の信号系列を物理セルＩＤに基づいて生成し、前記第２の信号の信号系
列を仮想セルＩＤに基づいて生成し、前記端末へ送信することを特徴とする。
【００２２】
　（１２）また、本発明の一態様による基地局は、上記の基地局であって、前記送信部は
、前記第１の信号の信号系列を第１の方式で初期化し、前記第２の信号の信号系列を第２
の方式で初期化することを特徴とする。
【００２３】
　（１３）また、本発明の一態様による方法は、基地局と通信を行なう端末の方法であっ
て、第１の信号に基づく受信電力測定を行ない、上位層によって、第２の信号の設定に関
する情報が設定される場合、前記第２の信号に基づく受信電力測定を行なうことを特徴と
する。
【００２４】
　（１４）また、本発明の一態様による方法は、上記の方法であって、前記第２の信号の
設定に関する情報が設定される場合、前記第１の信号に基づく受信電力測定を行なわない
ことを特徴とする。
【００２５】
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　（１５）また、本発明の一態様による方法は、上記の方法であって、第３の信号の設定
に関する情報が複数設定される場合、前記複数の第３の信号の設定に関する情報に含まれ
る種々のパラメータのうち、少なくとも仮想セルＩＤが同じ値に設定されていれば、前記
複数の第３の信号に基づいて受信電力測定を行なうことを特徴とする。
【００２６】
　（１６）また、本発明の一態様による方法は、上記の方法であって、前記第１の信号に
対しては、物理セルＩＤに基づいて前記第１の信号の信号系列を検出し、前記第２の信号
に対しては、仮想セルＩＤに基づいて前記第２の信号の信号系列を検出することを特徴と
する。
【００２７】
　（１７）また、本発明の一態様による方法は、端末と通信を行なう基地局の方法であっ
て、第１の信号の設定に関する情報として、少なくとも前記第１の信号の測定サブフレー
ムパターンを前記端末へ通知し、第２の信号の設定に関する情報として、少なくとも前記
第２の信号の送信周期および前記第２の信号の測定サブフレームパターンを前記端末へ通
知することを特徴とする。
【００２８】
　（１８）また、本発明の一態様による方法は、上記の方法であって、前記第１の信号の
信号系列を物理セルＩＤに基づいて生成し、前記第２の信号の信号系列を仮想セルＩＤに
基づいて生成し、前記端末へ送信することを特徴とする。
【００２９】
　（１９）また、本発明の一態様による方法は、前記第１の信号の信号系列を第１の方式
で初期化し、前記第２の信号の信号系列を第２の方式で初期化することを特徴とする。
【００３０】
　（２０）また、本発明の一態様による集積回路は、基地局と通信を行なう端末に搭載さ
れる集積回路であって、第１の信号に基づく受信電力測定を行なう機能と、上位層によっ
て、第２の信号の設定に関する情報が設定される場合には、前記第２の信号に基づく受信
電力測定を行なう機能と、を前記端末に発揮させることを特徴とする。
【００３１】
　（２１）また、本発明の一態様による集積回路は、上記の集積回路であって、第１の信
号に基づく受信電力測定を行なわない機能を前記端末に発揮させることを特徴とする。
【００３２】
　（２２）また、本発明の一態様による集積回路は、上記の集積回路であって、前記受信
部は、上位層によって、第３の信号の設定に関する情報が設定される場合に、前記第３の
信号に基づく受信電力測定を行なう機能を前記端末に発揮させることを特徴とする。
【００３３】
　（２３）また、本発明の一態様による集積回路は、端末と通信を行なう基地局に搭載さ
れる集積回路であって、第１の信号の設定に関する情報として、少なくとも前記第１の信
号の測定サブフレームパターンを前記端末へ通知する機能と、第２の信号の設定に関する
情報として、少なくとも前記第２の信号の送信周期および前記第２の信号の測定サブフレ
ームパターンを前記端末へ通知する機能と、を前記基地局に発揮させることを特徴とする
。
【００３４】
　（２４）また、本発明の一態様による集積回路は、上記の集積回路であって、前記第１
の信号の信号系列を物理セルＩＤに基づいて生成し、前記第２の信号の信号系列を仮想セ
ルＩＤに基づいて生成し、前記端末へ送信する機能を前記基地局に発揮させることを特徴
とする。
【００３５】
　（２５）また、本発明の一態様による集積回路は、上記の集積回路であって、前記第１
の信号の信号系列を第１の方式で初期化し、前記第２の信号の信号系列を第２の方式で初
期化する機能を前記基地局に発揮させることを特徴とする。
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【００３６】
　このことにより、効率的に受信電力測定に行うことができる。
【発明の効果】
【００３７】
　この発明によれば、基地局と端末が通信する通信システムにおいて、受信電力測定を効
率的に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３８】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る基地局１の構成を示す概略ブロック図である。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る端末２の構成を示す概略ブロック図である。
【図３】本発明の各実施形態に係る端末２の受信電力測定手順を示す概略ブロック図であ
る。
【図４】本発明の第３の実施形態に係る端末２の受信電力測定サブフレームを示す概略ブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３９】
　（物理チャネル）
　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａで使用される主な物理チャネル（または物理信号）について説
明する。チャネルとは、信号の送信に用いられる媒体を意味する。物理チャネルとは、信
号の送信に用いられる物理的な媒体を意味する。物理チャネルは、ＬＴＥおよびＬＴＥ－
Ａにおいて、今後追加、または、その構造やフォーマット形式が変更または追加される可
能性があるが、そのような場合でも本発明の各実施形態の説明に影響しない。
【００４０】
　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａでは、物理チャネルのスケジューリングについて無線フレーム
を用いて管理している。１無線フレームは１０ｍｓであり、１無線フレームは１０サブフ
レームで構成される。さらに、１サブフレームは２スロットで構成される（すなわち、１
スロットは０．５ｍｓである）。また、物理チャネルが配置されるスケジューリングの最
小単位としてリソースブロックを用いて管理している。リソースブロックとは、周波数軸
を複数サブキャリア（例えば１２サブキャリア）の集合で構成される一定の周波数領域と
、一定の送信時間間隔（１スロット、７シンボル）で構成される領域で定義される。
【００４１】
　同期信号（Synchronization Signal）は、３種類のプライマリー同期信号（PSS: Prima
ry Synchronization Signal）と、周波数領域で互い違いに配置される３１種類の符号か
ら構成されるセカンダリー同期信号（SSS: Secondary Synchronization Signal）とで構
成され、プライマリー同期信号とセカンダリー同期信号との組み合わせによって、基地局
を識別する５０４通りのセル識別子（PCI: Physical layer Cell Identity, Physical Ce
ll Identity, Physical Cell Identifier）と無線同期のためのフレームタイミングが示
される。端末は、セルサーチによって受信した同期信号のセル識別子を特定する。
【００４２】
　物理報知情報チャネル（PBCH: Physical Broadcast Channel）は、セル内の端末で共通
に用いられる制御パラメータ（報知情報やシステム情報）を通知する目的で送信される。
ＰＢＣＨで通知されない報知情報は、ＰＤＣＣＨで無線リソースが通知され、ＰＤＳＣＨ
によってレイヤー３メッセージ（システムインフォメーション）で送信される。報知情報
として、セル個別の識別子を示すセルグローバル識別子（CGI: Cell Global Identifier
）、ページングによる待ち受けエリアを管理するトラッキングエリア識別子（TAI: Track
ing Area Identifier）、ランダムアクセス設定情報（送信タイミングタイマーなど）、
共通無線リソース設定情報などが通知される。
【００４３】
　下りリンク参照信号は、その用途によって複数のタイプに分類される。例えば、セル固
有参照信号（Cell-specific reference signals; CRS）は、セル毎に所定の電力で送信さ
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れるパイロット信号であり、所定の規則に基づいて周波数領域および時間領域で周期的に
繰り返される下りリンク参照信号である。端末は、セル固有参照信号を受信することでセ
ル毎の受信品質を測定する。また、端末は、セル固有参照信号と同時に送信される物理下
りリンク制御チャネル、または物理下りリンク共用チャネルの復調のための参照信号とし
ても下りリンクセル固有参照信号を使用する。セル固有参照信号に使用される系列は、セ
ル毎に識別可能な系列が用いられる。この系列は、擬似ランダム系列で生成されてもよい
。また、この系列は、Ｚａｄｏｆｆ－Ｃｈｕ系列で生成されてもよい。
【００４４】
　また、下りリンク参照信号は下りリンクの伝搬路変動の推定にも用いられる。伝搬路変
動の推定に用いられる下りリンク参照信号のことをチャネル状態情報参照信号（Channel 
State Information Reference Signals; CSI-RS）あるいはＣＳＩ参照信号と呼称しても
よい。また、端末毎に個別に設定される下りリンク参照信号は、ＵＥ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　Ｒｅｆｅｒｅｎｃｅ　Ｓｉｇｎａｌｓ（ＵＥＲＳ）またはＤｅｄｉｃａｔｅｄ　ＲＳ、
下りリンク復調参照信号（DL DMRS: Downlink Demodulation Reference Signal）と称さ
れ、物理下りリンク制御チャネル、または物理下りリンク共用チャネルの復調に用いられ
る。
【００４５】
　物理下りリンク共用チャネル（Physical Downlink Shared Channel; PDSCH）は、下り
リンクデータのほか、ページングや物理報知情報チャネルで通知されない報知情報（シス
テムインフォメーション）をレイヤー３メッセージとして端末に通知するためにも使用さ
れる。物理下りリンク共用チャネルの無線リソース割り当て情報は、物理下りリンク制御
チャネルで示される。
【００４６】
　物理下りリンク制御チャネル（Physical Downlink Control Channel; PDCCH）は、各サ
ブフレームの先頭からいくつかのＯＦＤＭシンボルで送信され、端末に対して基地局のス
ケジューリングに従ったリソース割り当て情報や、送信電力の増減の調整量を指示する目
的で使用される。端末は、下りリンクデータや下りリンク制御データであるレイヤー３メ
ッセージ（ページング、ハンドオーバーコマンドなど）を送受信する前に自局宛の物理下
りリンク制御チャネルを監視（モニタ）し、自局宛の物理下りリンク制御チャネルを受信
することで、送信時には上りリンクグラント、受信時には下りリンクグラント（下りリン
クアサインメントとも呼称される）と呼ばれるリソース割り当て情報を物理下りリンク制
御チャネルから取得する必要がある。なお、物理下りリンク制御チャネルは、上述したＯ
ＤＦＭシンボルで送信される以外に、基地局から端末に対して個別（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ
）に割り当てられるリソースブロックの領域で送信されるように構成することも可能であ
る。この基地局から端末に対して個別（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ）に割り当てられるリソース
ブロックの領域で送信される物理下りリンク制御チャネルをエンハンスト物理下りリンク
制御チャネル（ePDCCH: enhanced PDCCH）と呼称される場合もある。また、上述したＯＦ
ＤＭシンボルで送信されるＰＤＣＣＨを第１の制御チャネルと呼称される場合もある。ま
た、ｅＰＤＣＣＨを第２の制御チャネルと呼称される場合もある。
【００４７】
　物理上りリンク共用チャネル（Physical Uplink Shared Channel; PUSCH）は、主に上
りリンクデータと上りリンク制御データを送信し、下りリンクの受信品質やＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫなどの制御データを含めることも可能である。また、上りリンクデータの他、上りリ
ンク制御情報をレイヤー３メッセージとして基地局に通知するためにも使用される。また
、下りリンクの場合と同様に物理上りリンク共用チャネルのリソース割り当て情報は、物
理下りリンク制御チャネルで示される。
【００４８】
　物理上りリンク制御チャネル（Physical Uplink Control Channel; PUCCH）は、物理下
りリンク共用チャネルで送信されたデータの受信確認応答（Acknowledgement/Negative A
cknowledgement; ACK/NACK）や下りリンクの伝搬路情報（チャネル状態情報）の通知、上
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りリンクのリソース割り当て要求（無線リソース要求）であるスケジューリングリクエス
ト（Scheduling Request; SR）を行なうために使用される。チャネル状態情報（CSI: Cha
nnel State Information）は、チャネル品質指標（CQI: Channel Quality Indicator）、
プリコーディングマトリックス指標（PMI: Precoding Matrix Indicator）、プリコーデ
ィングタイプ指標（PTI: Precoding Type Indicator）、ランク指標（RI: Rank Indicato
r）を含む。各Ｉｎｄｉｃａｔｏｒは、Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎと表記される場合もあるが
、その用途と意味は同じである。
【００４９】
　上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal）は、基地局が、物理上りリンク制御
チャネルＰＵＣＣＨおよび／または物理上りリンク共用チャネルＰＵＳＣＨを復調するた
めに使用する復調参照信号（Demodulation Reference Signal; DMRS）と、基地局が、主
に、上りリンクのチャネル状態を推定するために使用するサウンディング参照信号（Soun
ding Reference Signal; SRS）が含まれる。また、サウンディング参照信号には、周期的
サウンディング参照信号（P-SRS: Periodic SRS）と非周期的サウンディング参照信号（A
-SRS: Aperiodic SRS）とがある。上りリンク参照信号は、上りリンクパイロット信号、
上りリンクパイロットチャネルと呼称する場合もある。また、周期的サウンディング参照
信号をピリオディックサウンディング参照信号、トリガータイプ０サウンディング参照信
号と呼称される場合もある。また、非周期的サウンディング参照信号をアピリオディック
サウンディング参照信号、トリガータイプ１サウンディング参照信号と呼称される場合も
ある。さらに、非周期的サウンディング参照信号は、協調通信において、上りリンクのチ
ャネル推定用に特化した信号と、下りリンクのチャネル状態（ＣＱＩ、ＰＭＩ、ＲＩ）を
補償するために使用される信号とに分けることができる。
【００５０】
　物理ランダムアクセスチャネル（Physical Random Access Channel; PRACH）は、プリ
アンブル系列を通知するために使用されるチャネルであり、ガードタイムを有する。プリ
アンブル系列は、６４種類のシーケンスを用意して６ビットの情報を表現するように構成
されている。物理ランダムアクセスチャネルは、端末の基地局へのアクセス手段として用
いられる。端末は、物理上りリンク制御チャネル未設定時の無線リソース要求や、上りリ
ンク送信タイミングを基地局の受信タイミングウィンドウに合わせるために必要な送信タ
イミング調整情報（タイミングアドバンス（Timing Advance; TA）とも呼ばれる）を基地
局に要求するために物理ランダムアクセスチャネルを用いる。
【００５１】
　具体的には、端末は、基地局より設定された物理ランダムアクセスチャネル用の無線リ
ソースを用いてプリアンブル系列を送信する。送信タイミング調整情報を受信した端末は
、報知情報によって共通的に設定される（またはレイヤー３メッセージで個別に設定され
る）送信タイミング調整情報の有効時間を計時する送信タイミングタイマーを設定し、送
信タイミングタイマーの有効時間中（計時中）は送信タイミング調整状態、有効期間外（
停止中）は送信タイミング非調整状態（送信タイミング未調整状態）として上りリンクの
状態を管理する。レイヤー３メッセージは、端末と基地局のＲＲＣ（無線リソース制御）
層でやり取りされる制御平面（Ｃｏｎｔｒｏｌ－ｐｌａｎｅ）のメッセージであり、ＲＲ
ＣシグナリングまたはＲＲＣメッセージと同義の意味で使用される。なお、それ以外の物
理チャネルは、本発明の各実施形態に関わらないため詳細な説明は省略する。また、ＲＲ
Ｃシグナリングは、上位層シグナリング（higher layer signaling）や専用シグナリング
（Dedicated signaling）と呼称される場合もある。
【００５２】
　（第１の実施形態）
　以下、本発明の第１の実施形態について説明する。第１の実施形態における通信システ
ムは、基地局（以下、基地局装置、送信装置、セル、サービングセル、送信局、送信点、
送信アンテナ群、送信アンテナポート群、ｅＮｏｄｅＢとも呼称される）として、プライ
マリー基地局（マクロ基地局、第１の基地局、第１の通信装置、サービング基地局、アン
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カー基地局、マクロセル、第１のセル、プライマリーセルとも呼称される）を備える。さ
らに、第１の実施形態における通信システムは、セカンダリー基地局（ＲＲＨ（Remote R
adio Head）、リモートアンテナ、張り出しアンテナ、分散アンテナ、参照点、低電力ノ
ード（LPN: Low Power Node）、マイクロ基地局、ピコ基地局、フェムト基地局、スモー
ル基地局、ローカルエリア基地局、ファントム基地局、Ｈｏｍｅ　ｅＮｏｄｅＢ、第２の
基地局装置、第２の通信装置、協調基地局群、協調基地局セット、協調基地局、マイクロ
セル、ピコセル、フェムトセル、スモールセル、ファントムセル、ローカルエリア、第２
のセル、セカンダリーセルとも呼称される）を備えてもよい。また、第１の実施形態にお
ける通信システムは、端末（以下、移動局、移動局装置、端末装置、移動端末、受信装置
、受信点、受信端末、第３の通信装置、受信アンテナ群、受信アンテナポート群、ユーザ
装置（ＵＥ；Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）とも呼称される）を備える。ここで、セカ
ンダリー基地局は、複数のセカンダリー基地局として示されてもよい。例えば、プライマ
リー基地局とセカンダリー基地局は、ヘテロジーニアスネットワーク配置を利用して、セ
カンダリー基地局のカバレッジの一部または全てが、プライマリー基地局のカバレッジに
含まれ、端末と通信が行われる。
【００５３】
　下りリンク送信においては、基地局は、送信点（TP: Transmission Point）と呼称され
る場合もある。また、上りリンク送信においては、基地局は、受信点（RP: Reception Po
int）と呼称される場合もある。また、下りリンク送信点および上りリンク受信点は、下
りリンクパスロス測定用のパスロス参照点（Pathloss Reference Point, Reference Poin
t）になりうる。また、パスロス測定用の参照点は、送信点や受信点とは独立に設定され
てもよい。
【００５４】
　また、スモールセルやファントムセル、ローカルエリアセルは、第３のセルとして設定
されてもよい。また、スモールセルやファントムセル、ローカルエリアセルは、プライマ
リーセルとして再設定されてもよい。また、スモールセルやファントムセル、ローカルエ
リアセルは、セカンダリーセルとして再設定されてもよい。スモールセルやファントムセ
ル、ローカルエリアセルは、サービングセルとして再設定されてもよい。
【００５５】
　図１は、本発明の基地局１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように、基地
局１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７、チャネル測
定部１０９、および、送受信アンテナ１１１、を含んで構成される。また、上位層処理部
１０１は、無線リソース制御部１０１１、測定設定部１０１３と送信電力設定部１０１５
を含んで構成される。また、受信部１０５は、復号化部１０５１、復調部１０５３、多重
分離部１０５５と無線受信部１０５７を含んで構成される。また、送信部１０７は、符号
化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７５、無線送信部１０７７と下りリンク参照
信号生成部１０７９を含んで構成される。
【００５６】
　上位層処理部１０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（PDCP: Packet Data Convergence Protocol）層、無線リンク制
御（RLC: Radio Link Control）層、無線リソース制御（RRC: Radio Resource Control）
層の処理を行う。
【００５７】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、下りリンクの各チャネル
に配置する情報を生成、又は上位ノードから取得し、送信部１０７に出力する。また、無
線リソース制御部１０１１は、上りリンクの無線リソースの中から、端末２が上りリンク
のデータ情報である物理上りリンク共用チャネル（PUSCH: Physical Uplink Shared Chan
nel）を配置する無線リソースを割り当てる。また、無線リソース制御部１０１１は、下
りリンクの無線リソースの中から、下りリンクのデータ情報である物理下りリンク共用チ
ャネル（PDSCH: Physical Downlink Shared Channel）を配置する無線リソースを決定す
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る。無線リソース制御部１０１１は、当該無線リソースの割り当てを示す下りリンク制御
情報を生成し、送信部１０７を介して端末２に送信する。無線リソース制御部１０１１は
、ＰＵＳＣＨを配置する無線リソースを割り当てる際に、チャネル測定部１０９から入力
された上りリンクのチャネル測定結果を基に、チャネル品質のよい無線リソースを優先的
に割り当てる。つまり、無線リソース制御部１０１１は、ある端末またはあるセルに対し
て各種下りリンク信号の設定に関する情報および各種上りリンク信号の設定に関する情報
を設定する。また、無線リソース制御部１０１１は、ある端末またはあるセルに対して、
第１の信号の設定に関する情報、第２の信号の設定に関する情報を設定する。それらの設
定に関する情報を生成し、送信部１０７へ出力する。ここで、第ｎの信号の設定に関する
情報（ｎは自然数）が設定されてもよい。
【００５８】
　上位層処理部１０１が備える測定設定部１０１３は、測定設定に関する情報、測定対象
設定に関する情報、報告設定に関する情報、測定報告設定に関する情報、ＣＱＩ報告設定
に関する情報を生成し、送信部１０７へ出力する。
【００５９】
　上位層処理部１０１は、端末２から物理上りリンク制御チャネル（PUCCH: Physical Up
link Control Channel）で通知された上りリンク制御情報（UCI: Uplink Control Inform
ation）、および端末２から通知されたバッファの状況や無線リソース制御部１０１１が
設定した端末２各々の各種設定情報に基づき、受信部１０５および送信部１０７の制御を
行うために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。なお、ＵＣＩには、Ａｃｋ／Ｎ
ａｃｋ、チャネル品質情報（CQI: Channel Quality Indicator）、スケジューリング要求
（SR: Scheduling Request）のうち少なくとも一つが含まれる。
【００６０】
　送信電力設定部１０１５は、ＰＲＡＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、Ｐ－ＳＲＳ、およ
びＡ－ＳＲＳの送信電力を設定する。具体的には、送信電力設定部１０１５は、隣接する
基地局からの干渉量を示す情報、隣接する基地局から通知された隣接する基地局１に与え
ている干渉量を示す情報、またチャネル測定部１０９から入力されたチャネルの品質など
に応じて、ＰＵＳＣＨなどが所定のチャネル品質を満たすよう、また隣接する基地局への
干渉を考慮し、端末２の送信電力を設定し、前記設定を示す情報を、送信部１０７を介し
て、端末２に送信する。
【００６１】
　具体的には、送信電力設定部１０１５は、Ｐ０＿ＰＵＳＣＨ、α、Ｐ－ＳＲＳ用の電力
オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ（０）（第１のＳＲＳ電力オフセットパラメータ（pS
RS-Offset））、Ａ－ＳＲＳ用の電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ（１）（第２の
ＳＲＳ電力オフセットパラメータ（pSRS-OffsetAp））を設定し、前記設定を示す情報を
含む信号を無線リソース制御信号として生成し、送信部１０７を介して、端末２各々にＰ
ＤＳＣＨで通知する。また、送信電力設定部１０１５は、ＴＰＣコマンドを設定し、ＴＰ
Ｃコマンドを指示する情報を生成し、送信部１０７を介して、端末２各々にＰＤＣＣＨで
通知する。なお、ここで述べるαとはパスロス値と共に送信電力をセットするために用い
られ、パスロスを補償する度合いを表す係数、言い換えるとパスロスに応じてどの程度送
信電力を増減させるか（つまり、どの程度送信電力を補償するか）を決定する係数（減衰
係数、伝送路損失補償係数）である。αは通常０から１の値をとり、０であればパスロス
に応じた電力の補償は行わず、１であればパスロスの影響が基地局１において生じないよ
う端末２の送信電力を増減させることとなる。また、端末２の状態を考慮して、ＳＲＳの
ＴＰＣコマンドを設定し、そのＴＰＣコマンドを示す情報を生成し、送信部１０７を介し
て、端末２各々にＰＤＣＣＨで通知する。また、そのＴＰＣコマンドを含むＤＣＩフォー
マットを生成し、送信部１０７を介して、端末２各々にＰＤＣＣＨで通知する。
【００６２】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行う制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号を
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受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制御
を行う。
【００６３】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１１
１を介して端末２から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位層処
理部１０１に出力する。無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１１１を介して受信した
上りリンクの信号を、中間周波数（IF: Intermediate Frequency）に変換し（ダウンコン
バート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベル
を制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調さ
れたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部１０５７は、変換したディジ
タル信号からガードインターバル（GI: Guard Interval）に相当する部分を除去する。無
線受信部１０５７は、ガードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換（FF
T: Fast Fourier Transform）を行い、周波数領域の信号を抽出し多重分離部１０５５に
出力する。
【００６４】
　多重分離部１０５５は、無線受信部１０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、ＵＬ　ＤＭＲＳ、ＳＲＳなどの信号に、それぞれ分離する。尚、この分離は、予め
基地局１が決定して各端末２に通知した無線リソースの割り当て情報に基づいて行われる
。また、多重分離部１０５５は、チャネル測定部１０９から入力された伝送路の推定値か
ら、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝送路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５は、分
離したＵＬ　ＤＭＲＳおよびＳＲＳをチャネル測定部１０９に出力する。
【００６５】
　復調部１０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（IDFT: Inverse Discrete Fouri
er Transform）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、２位相偏移変調（BPSK: Binary Phase Shift Keying）、４相位相偏移変
調（QPSK: Quadrature Phase Shift Keying）、１６値直交振幅変調（16QAM: 16 Quadrat
ure Amplitude Modulation）、６４値直交振幅変調（64QAM: 64 Quadrature Amplitude M
odulation）等の予め定められた、または基地局１が端末２各々に下りリンク制御情報で
予め通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。
【００６６】
　復号化部１０５１は、復調したＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定めら
れた符号化方式の、予め定められた、又は基地局１が端末２に上りリンクグラント（UL g
rant）で予め通知した符号化率で復号を行ない、復号したデータ情報と、上りリンク制御
情報を上位層処理部１０１へ出力する。
【００６７】
　チャネル測定部１０９は、多重分離部１０５５から入力された上りリンク復調参照信号
ＵＬ　ＤＭＲＳとＳＲＳから伝送路の推定値、チャネルの品質などを測定し、多重分離部
１０５５および上位層処理部１０１に出力する。また、チャネル測定部１０９は、第１の
信号から第ｎの信号の受信電力および／または受信品質を測定し、多重分離部１０５５お
よび上位層処理部１０１に出力する。
【００６８】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、下りリンクの参照信
号（下りリンク参照信号）を生成し、上位層処理部１０１から入力されたデータ情報、下
りリンク制御情報を符号化、および変調し、ＰＤＣＣＨ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク
参照信号を多重して、送受信アンテナ１１１を介して端末２に信号を送信する。
【００６９】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された下りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳み込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。変調
部１０７３は、符号化ビットをＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調す
る。下りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局１を識別するためのセル識別子（Ｃｅ
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ｌｌ　ＩＤ）などを基に予め定められた規則で求まる、端末２が既知の系列を下りリンク
参照信号として生成する。多重部１０７５は、変調した各チャネルと生成した下りリンク
参照信号を多重する。
【００７０】
　無線送信部１０７７は、多重した変調シンボルを逆高速フーリエ変換（IFFT: Inverse 
Fast Fourier Transform）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調されたＯＦＤ
Ｍシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベ
ースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同
相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中
間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除
去し、電力増幅し、送受信アンテナ１１１に出力して送信する。
【００７１】
　図２は、本実施形態に係る端末２の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末２は、上位層処理部２０１、制御部２０３、受信部２０５、送信部２０７、チャネ
ル測定部２０９、および、送受信アンテナ２１１、を含んで構成される。また、上位層処
理部２０１は、無線リソース制御部２０１１、測定制御部２０１３と送信電力制御部２０
１５を含んで構成される。また、受信部２０５は、復号化部２０５１、復調部２０５３、
多重分離部２０５５と無線受信部２０５７を含んで構成される。また、送信部２０７は、
符号化部２０７１、変調部２０７３、多重部２０７５と無線送信部２０７７を含んで構成
される。
【００７２】
　上位層処理部２０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクのデータ情報を、
送信部に出力する。また、上位層処理部２０１は、媒体アクセス制御層、パケットデータ
統合プロトコル層、無線リンク制御層、無線リソース制御層の処理を行う。
【００７３】
　上位層処理部２０１が備える無線リソース制御部２０１１は、自装置の各種設定情報の
管理を行なう。また、無線リソース制御部２０１１は、上りリンクの各チャネルに配置す
る情報を生成し、送信部２０７に出力する。無線リソース制御部２０１１は、基地局１か
らＰＤＣＣＨで通知された下りリンク制御情報、およびＰＤＳＣＨで通知された無線リソ
ース制御情報で設定された無線リソース制御部２０１１が管理する自装置の各種設定情報
に基づき、受信部２０５、および送信部２０７の制御を行うために制御情報を生成し、制
御部２０３に出力する。また、無線リソース制御部２０１１は、基地局１から通知された
第１の信号の設定に関する情報から第ｎの信号の設定に関する情報に基づいて、各信号の
種々のパラメータをセットする。それらのセットした情報を生成し、制御部２０３を介し
て、送信部２０７に出力する。
【００７４】
　上位層処理部２０１が備える無線リソース制御部２０１１は、基地局１が報知している
ＳＲＳを送信するための無線リソースを予約するサブフレームであるサウンディングサブ
フレーム（ＳＲＳサブフレーム、ＳＲＳ送信サブフレーム）、およびサウンディングサブ
フレーム内でＳＲＳを送信するために予約する無線リソースの帯域幅を示す情報、および
、基地局１が自装置に通知したピリオディックＳＲＳを送信するサブフレームと、周波数
帯域と、ピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量とを示
す情報、および、基地局１が自装置に通知したアピリオディックＳＲＳを送信する周波数
帯域と、アピリオディックＳＲＳのＣＡＺＡＣ系列に用いるサイクリックシフトの量とを
示す情報を受信部２０５から取得する。
【００７５】
　無線リソース制御部２０１１は、前記情報に従ってＳＲＳ送信の制御を行なう。具体的
には、無線リソース制御部２０１１は、前記ピリオディックＳＲＳに関する情報に従って
ピリオディックＳＲＳを１回または周期的に送信するよう送信部２０７を制御する。また
、無線リソース制御部２０１１は、受信部２０５から入力されたＳＲＳリクエスト（ＳＲ
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Ｓインディケータ）においてアピリオディックＳＲＳの送信を要求された場合、アピリオ
ディックＳＲＳに関する情報に従ってアピリオディックＳＲＳを予め定められた回数（例
えば、１回）だけ送信する。
【００７６】
　上位層処理部２０１が備える送信電力制御部２０１５は、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ピ
リオディックＳＲＳ、およびアピリオディックＳＲＳの送信電力の設定を示す情報を基に
、送信電力の制御を行うよう、制御部２０３に制御情報を出力する。具体的には、送信電
力制御部２０１５は、受信部２０５から取得したＰ０＿ＰＵＳＣＨ、α、ピリオディック
ＳＲＳ用の電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴ（０）（第１のＳＲＳ電力オフセット
（pSRS-Offset））、アピリオディックＳＲＳ用の電力オフセットＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥ

Ｔ（１）（第２のＳＲＳ電力オフセット（pSRS-OffsetAp））、およびＴＰＣコマンドを
基に、ピリオディックＳＲＳの送信電力とアピリオディックＳＲＳの送信電力各々を制御
する。尚、送信電力制御部２０１５は、ＰＳＲＳ＿ＯＦＦＳＥＴに対してピリオディック
ＳＲＳかアピリオディックＳＲＳかに応じて第１の電力オフセットか第２の電力オフセッ
トかを切り替える。
【００７７】
　上位層処理部２０１が備える測定制御部２０１３は、基地局１から通知された測定設定
に関する情報、測定対象設定に関する情報、報告設定に関する情報、測定報告設定に関す
る情報、ＣＱＩ報告設定に関する情報に基づいて、受信電力測定や受信品質測定、チャネ
ル評価等を行なうように受信部２０５、チャネル測定部２０９、送信部２０７に制御部２
０３を介して指示を出す。
【００７８】
　制御部２０３は、上位層処理部２０１からの制御情報に基づいて、受信部２０５、およ
び送信部２０７の制御を行う制御信号を生成する。制御部２０３は、生成した制御信号を
受信部２０５、および送信部２０７に出力して受信部２０５、および送信部２０７の制御
を行う。
【００７９】
　受信部２０５は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ２１
１を介して基地局１から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部２０１に出力する。
【００８０】
　無線受信部２０５７は、各受信アンテナを介して受信した下りリンクの信号を、中間周
波数に変換し（ダウンコンバート）、不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維
持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分および直交成分に基づいて
、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変換する。無線受信部２
０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバルに相当する部分を除去し、ガ
ードインターバルを除去した信号に対して高速フーリエ変換を行い、周波数領域の信号を
抽出する。
【００８１】
　多重分離部２０５５は、抽出した信号を物理下りリンク制御チャネル（PDCCH: Physica
l Downlink Control Channel）、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号（DRS: Downlin
k Reference Signal）に、それぞれ分離する。尚、この分離は、下りリンク制御情報で通
知された無線リソースの割り当て情報などに基づいて行われる。また、多重分離部２０５
５は、チャネル測定部２０９から入力された伝送路の推定値から、ＰＤＣＣＨとＰＤＳＣ
Ｈの伝送路の補償を行なう。また、多重分離部２０５５は、分離した下りリンク参照信号
をチャネル測定部２０９に出力する。
【００８２】
　復調部２０５３は、ＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部
２０５１へ出力する。復号化部２０５１は、ＰＤＣＣＨの復号を試み、復号に成功した場
合、復号した下りリンク制御情報を上位層処理部２０１に出力する。復調部２０５３は、
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ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の下りリンク制御情報で通知
された変調方式の復調を行ない、復号化部２０５１へ出力する。復号化部２０５１は、下
りリンク制御情報で通知された符号化率に対する復号を行い、復号したデータ情報を上位
層処理部２０１へ出力する。
【００８３】
　チャネル測定部２０９は、多重分離部２０５５から入力された下りリンク参照信号から
下りリンクのパスロスを測定し、測定したパスロスを上位層処理部２０１へ出力する。ま
た、チャネル測定部２０９は、下りリンク参照信号から下りリンクの伝送路の推定値を算
出し、多重分離部２０５５へ出力する。また、チャネル測定部２０９は、測定制御部２０
１３から制御部２０３を介して通知された測に関する種々の情報に従って、第１の信号お
よび／または第２の信号の受信電力測定や受信品質測定を行なう。その結果を上位層処理
部２０１に出力する。また、チャネル測定部２０９は、第１の信号および／または第２の
信号のチャネル評価を行なうことを指示された場合、それぞれの信号のチャネル評価に関
する結果を上位層処理部２０１に出力してもよい。
【００８４】
　送信部２０７は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、ＵＬ　ＤＭＲＳおよ
び／またはＳＲＳを生成し、上位層処理部２０１から入力されたデータ情報を符号化およ
び変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成したＵＬ　ＤＭＲＳおよび／またはＳＲ
Ｓを多重し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、ＵＬ　ＤＭＲＳ、およびＳＲＳの送信電力を調整
し、送受信アンテナ２１１を介して基地局１に送信する。また、送信部２０７は、上位層
処理部２０１から測定結果に関する情報が出力された場合、送受信アンテナ２１１を介し
て基地局１に送信する。また、送信部２０７は、上位層処理部２０１からチャネル評価に
関する結果であるチャネル状態情報が出力された場合、そのチャネル状態情報を基地局１
へフィードバックする。つまり、上位層処理部２０１は、チャネル測定部から通知された
測定結果に基づいてチャネル状態情報（ＣＳＩ）を生成し、制御部２０３を介して基地局
１へフィードバックする。
【００８５】
　符号化部２０７１は、上位層処理部２０１から入力された上りリンク制御情報、および
データ情報を、ターボ符号化、畳み込み符号化、ブロック符号化等の符号化を行う。変調
部２０７３は、符号化部２０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１
６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調する。
【００８６】
　上りリンク参照信号生成部２０７９は、基地局１を識別するためのセル識別子、ＵＬ　
ＤＭＲＳおよびＳＲＳを配置する帯域幅などを基に予め定められた規則で求まる、基地局
１が既知のＣＡＺＡＣ系列を生成する。また、上りリンク参照信号生成部２０７９は、制
御部２０３から入力された制御信号に従って、生成したＵＬ　ＤＭＲＳおよびＳＲＳのＣ
ＡＺＡＣ系列にサイクリックシフトを与える。
【００８７】
　多重部２０７５は、制御部２０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを並列に並び替えてから離散フーリエ変換（DFT: Discrete Fourier Transform
）し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成したＵＬ　ＤＭＲＳおよびＳＲＳを多重する
。
【００８８】
　無線送信部２０７７は、多重した信号を逆高速フーリエ変換して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式
の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調されたＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバル
を付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成し、ベースバンドのディジタル信号をア
ナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波数の同相成分および直交成分を生成し、
中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去し、中間周波数の信号を高周波数（無線
周波数）の信号に変換（アップコンバート）し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し
、送受信アンテナ２１１に出力して送信する。
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【００８９】
　第１の実施形態では、基地局は、受信電力測定に使用される信号を指示するための情報
を端末へ送信する。端末は、基地局から送信された受信電力測定に使用される信号を指示
するための情報に基づいて、その信号の受信電力を測定する。つまり、基地局から第１の
信号に基づいて受信電力測定を行なうことが指示された場合、端末は第１の信号に基づい
て受信電力測定を行なう。また、基地局から第２の信号に基づいて受信電力測定を行なう
ことが指示された場合、端末は第２の信号に基づいて受信電力測定を行なう。また、基地
局から第ｎの信号（ｎは自然数）に基づいて受信電力測定を行なうことが指示された場合
、端末は第ｎの信号に基づいて受信電力測定を行なう。ここで、第１の信号および第２の
信号はそれぞれ、送信周期、測定周期、リソース割り当て、スクランブリング初期化ＩＤ
、アンテナポート数、送信電力制御のうち、少なくとも１つは独立に設定される。例えば
、第２の信号の送信周期を、第１の信号の送信周期よりも、長くする（長く設定する）こ
とが可能であってもよい。第１の信号および第２の信号はそれぞれ、送信周期、測定周期
、リソース割り当て、スクランブリング初期化ＩＤ、送信帯域幅、アンテナポート数、送
信電力制御のうち、設定されないパラメータがあってもよい。例えば、第１の信号の設定
に関する情報は、測定周期に関する情報やアンテナポート数に関する情報がセットされ、
第２の信号には、リソース割り当てに関する情報や送信周期に関する情報、アンテナポー
ト数に関する情報、スクランブリング初期化ＩＤに関する情報がセットされてもよい。な
お、スクランブリング初期化ＩＤは、仮想セルＩＤや仮想ＩＤと呼称される場合もある。
測定周期は、信号を受信し、測定する周期である。また、測定周期は、測定サブフレーム
パターン（measSubframePattern）と呼称される場合もある。また、測定サブフレームパ
ターンは、ビットマップで示されてもよい。また、測定サブフレームパターンは、周期と
サブフレームオフセットで示されてもよい。端末は、周期的に受信電力測定を行なわなく
てもよい。つまり、端末は特定の情報に基づいて受信電力測定を行なってもよい。端末は
、測定サブフレームパターンで示されたサブフレームにおいて、受信電力測定を行なう。
ＴＤＤの場合、測定サブフレームパターンで示されたサブフレームが上りリンクサブフレ
ームである場合、そのサブフレームについては受信電力測定を行なわなくてもよい。端末
は、測定サブフレームパターンで示されたサブフレームがフレキシブルサブフレームであ
り、そのサブフレームが上りリンクサブフレームとして使用する場合には、そのサブフレ
ームで受信電力測定を行なわなくてもよい。また、それを測定結果として反映する必要も
ない。例えば、第１の信号と第２の信号に対して、送信周期や測定周期が独立に設定され
てもよい。また、第２の信号の送信周期は、周期的でなくてもよい。例えば、送信周期は
ビットマップによって示されてもよい。また、第２の信号の送信は、特定の物理チャネル
／物理信号と関連付けられてもよい。また、第２の信号の送信は、下りリンク制御情報に
よって示されてもよい。また、第２の信号の送信は、特定の情報と関連付けられてもよい
。また、第１の信号と第２の信号に対して、リソース割り当てが独立に設定されてもよい
。また、第１の信号と第２の信号に対して、スクランブリング初期化ＩＤが独立に設定さ
れてもよい。第１の信号と第２の信号に対して、系列生成方法が独立に設定されてもよい
。なお、系列は、信号系列や参照信号系列、チャネル系列と呼称される場合もある。第１
の信号と第２の信号はそれぞれ独立な方式で系列を初期化してもよい。つまり、第１の信
号と第２の信号とで、独立に系列の初期値を示すパラメータｃｉｎｉｔが定義されてもよ
い。系列の初期値を示すパラメータは、物理セルＩＤに基づいて設定されてもよい。また
、系列の初期値を示すパラメータは、仮想セルＩＤに基づいて設定されてもよい。また、
第１の信号のリソース割り当てと第２の信号のリソース割り当てが同じであるが、送信周
期は異なってもよい。例えば、第１の信号が毎サブフレームで送信されるのに対して、第
２の信号は特定の周期で送信されてもよい。この時の第２の信号の送信周期に関する情報
は上位層によって通知され、設定されてもよい。また、第１の信号と第２の信号では、送
信帯域幅が異なってもよい。例えば、第１の信号は、常にシステム帯域幅全体にリソース
がマッピングされて送信されるが、第２の信号は、特定の送信帯域幅にリソースがマッピ
ングされて送信されてもよい。この時の第２の信号の送信帯域幅に関する情報は、上位層
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によって通知され、設定されてもよい。また、この際、第１の信号と第２の信号の信号系
列は、異なるセルＩＤで初期化されてもよい。例えば、第１の信号の信号系列は、物理セ
ルＩＤまたは仮想セルＩＤに基づいて初期化されてもよい。第２の信号の信号系列は、仮
想セルＩＤに基づいて初期化されてもよい。さらに、第３の信号についても同様に取り扱
われてもよい。つまり、第１の信号から第３の信号は、独立に種々のパラメータが設定さ
れてもよい。さらに、第ｎの信号（ｎは自然数）についても同様に取り扱われてもよい。
つまり、第１の信号から第ｎの信号の設定に関する情報には、独立に種々のパラメータが
セットされてもよい。また、第１の信号から第ｎの信号の設定に関する情報にセットされ
る種々のパラメータは、必ずしも同じパラメータをセットしなくてもよい。つまり、第１
の信号の設定に関する情報から第ｎの信号の設定に関する情報にセットされる種々のパラ
メータは独立に定義されてもよい。これらのパラメータは上位層シグナリング（無線リソ
ース制御シグナリング、専用シグナリング）によって設定されてもよい。また、これらの
パラメータはＰＤＣＣＨを使用して設定されても良い。すなわち、これらのパラメータは
、上位層シグナリングおよび／またはＰＤＣＣＨを使用して設定されても良い。また、物
理セルＩＤは、セル固有に設定されるパラメータであり、仮想セルＩＤは、端末固有に設
定されるパラメータである。つまり、物理セルＩＤは、セル内の端末で同じ値を共有して
いるが、仮想セルＩＤは、端末間で独立に設定される。例えば、端末は、物理セルＩＤを
、同期信号を用いて検出してもよい。また、端末は、仮想セルＩＤを、上位層の信号およ
び／またはＰＤＣＣＨを使用して送信される情報に基づいて取得してもよい。
【００９０】
　第１の信号から第ｎの信号はそれぞれ独立なアンテナポートで送信されてもよい。第１
の信号から第ｎの信号において、複数のアンテナポートが設定された場合、アンテナポー
ト数に応じたアンテナポートが設定されてもよい。
【００９１】
　第１の信号から第ｎの信号のうち、複数のアンテナポートが設定される信号において、
アンテナポート間でリソースが重複しないように割り当てられてもよい。また、第１の信
号から第ｎの信号のうち、複数のアンテナポートが設定される信号において、アンテナポ
ート間で重み付けが異なってもよい。第１の信号から第ｎの信号のうち、複数のアンテナ
ポートが設定される信号において、アンテナポート間でサイクリックシフトが異なるよう
に制御されてもよい。
【００９２】
　第１の信号から第ｎの信号の擬似ランダム系列は、物理セルＩＤ（PCI: Physical laye
r Cell Identity, Physical Cell Identifier）に基づいて生成されてもよい。また、第
１の信号から第ｎの信号の擬似ランダム系列（Pseudo-random sequence）は、仮想セルＩ
Ｄ（VCID: Virtual Cell Identity）に基づいて生成されてもよい。また、第１の信号か
ら第ｎの信号の擬似ランダム系列は、スクランブリング初期化ＩＤ（Scrambling Initial
ization Identity）に基づいて生成されてもよい。各信号において、仮想セルＩＤまたは
スクランブリング初期化ＩＤが設定されなかった場合（例えば、上位層によって有効な仮
想セルＩＤまたはスクランブリング初期化ＩＤが設定されていなかった場合）、物理セル
ＩＤに基づいて擬似ランダム系列を生成してもよい。第１の信号から第ｎの信号の擬似ラ
ンダム系列の生成方法はそれぞれ定義されてもよい。また、第１の信号から第ｎの信号の
擬似ランダム系列の初期化は、独立な方式でそれぞれ定義されてもよい。つまり、第１の
信号から第ｎの信号の擬似ランダム系列はそれぞれ独立な方式で初期化されてもよい。ま
た、擬似ランダム系列に基づいて基準系列（base sequence）が生成されてもよい。また
、擬似ランダム系列に基づいて信号系列が生成されてもよい。また、信号系列は、基準系
列に基づいて生成されてもよい。また、擬似ランダム系列は、スクランブリング系列とし
て使用されてもよい。また、信号系列は、Ｚａｄoｆｆ－Ｃｈｕ系列に基づいて生成され
てもよい。また、信号系列は、ゴールド系列に基づいて生成されてもよい。端末は、第１
の信号や第２の信号にそれぞれ独立な信号系列を割り当てることによって、それぞれの信
号の検出精度を向上させることができる。端末は、第１の信号や第２の信号にそれぞれ独
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立な信号系列を割り当てることによって、自セルから送信された信号か否かを判定するこ
とができる。また、第１の信号と第２の信号のリソース割り当てが同じ場合、端末は、各
信号の信号系列の違いによって、第１の信号および／または第２の信号を検出することが
できる。つまり、端末は、信号系列の違いによって、各信号を識別することができる。
【００９３】
　また、第１の信号から第ｎの信号それぞれに対するリソース割り当て（Resource alloc
ation, mapping to resource elements, mapping to physical resources）には、周波数
シフトが適用されてもよい。また、周波数シフトは、物理セルＩＤに基づいて設定されて
もよい。また、周波数シフトは、仮想セルＩＤに基づいて設定されてもよい。
【００９４】
　第１の信号から第ｎの信号は、上位層シグナリングによって各信号のリソース割り当て
に関する情報が通知されてもよい。リソース割り当てに関する情報は、無線リソースの設
定に関する情報と呼称される場合もある。
【００９５】
　第１の信号の設定に関する情報から第ｎの設定に関する情報は、上位層シグナリングに
よって基地局から端末へ通知されてもよい。また、第１の信号の設定に関する情報から第
ｎの設定に関する情報のうち、何れかの信号においては、１つの端末に対して複数の設定
に関する情報がセットされてもよい。
【００９６】
　第１の信号から第ｎの信号は、第１の参照信号から第ｎの参照信号と呼称されてもよい
。
【００９７】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、物理報知チャネル
の復調に使用されてもよい。
【００９８】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、物理下りリンク制
御チャネルの復調に使用されてもよい。
【００９９】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、物理下りリンク共
用チャネルの復調に使用されてもよい。
【０１００】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、物理マルチキャス
トチャネル（PMCH: Physical Multicast Channel）の復調に使用されてもよい。
【０１０１】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、時間／周波数同期
検出（Time/frequency Synchronization Detection）に使用されてもよい。
【０１０２】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、チャネル評価（Ch
annel Estimation）に使用されてもよい。つまり、チャネル状態情報（CSI: Channel Sta
te Information）をフィードバックするために使用されてもよい。
【０１０３】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、受信品質測定に使
用されてもよい。
【０１０４】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、受信電力測定に使
用されてもよい。
【０１０５】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、モビリティ管理に
使用されてもよい。
【０１０６】
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　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、リソース管理に使
用されてもよい。
【０１０７】
　また、第１の信号から第ｎの信号のうち、少なくとも１つの信号は、ポジショニング検
出に使用されてもよい。
【０１０８】
　第１の信号から第ｎの信号は、１物理リソースブロック（PRB: Physical Resource Blo
ck）または１ＰＲＢペア内に配置されるリソースエレメントの数が異なってもよい。例え
ば、１サブフレーム（または、１スロット）内において、第２の信号の送信に使用される
リソースエレメントの数を、第１の信号の送信に使用されるリソースエレメントの数より
も多くする（多く設定する）ことが可能であってもよい。
【０１０９】
　さらに、端末は、基地局から第２の信号による受信電力測定が指示された場合、その測
定結果に基づいて下りリンクパスロスを算出し、上りリンク送信電力制御に用いてもよい
。
【０１１０】
　ここで、受信電力測定は、参照信号受信電力（RSRP: Reference Signal Received Powe
r）測定や受信信号電力測定と呼称されるも場合もある。また、受信品質測定は、参照信
号受信品質（RSRQ: Reference Signal Received Quality）測定や受信信号品質測定と呼
称される場合もある。
【０１１１】
　また、第２の信号のリソース割り当て（Resource allocation, mapping to resource e
lements, mapping to physical resources）は、周波数シフトされてもよい。第２の信号
の周波数シフトは、物理セルＩＤに基づいて決定されてもよい。また、第２の信号の周波
数シフトは、仮想セルＩＤに基づいて決定されてもよい。
【０１１２】
　一例として、基地局から端末に対して、第２の信号の受信電力測定を行なうか否かを指
示する情報が通知される。端末は、その指示情報が第２の信号の受信電力測定を行なうこ
とができると指示している場合、第２の信号の受信電力測定を行なう。この時、端末は、
パラレルに第１の信号の受信電力測定を行なってもよい。端末は、その指示情報が第２の
信号の受信電力測定を行なうことができないと指示している場合、端末は、第１の信号の
みの受信電力測定を行なう。さらに、この指示情報には、第２の信号の受信品質測定を行
なうか否かを指示する情報が含まれてもよい。また、第３の信号は、この指示情報によら
ず、受信電力測定を行なってもよい。
【０１１３】
　また、別の例として、基地局から端末に対して、第１の信号の受信電力測定を行うか第
２の信号の受信電力測定を行うかを指示する情報が通知される。端末は、その指示情報が
第１の信号の受信電力測定を行うことを指示している場合、第１の信号の受信電力測定を
行なう。端末は、端末は、その指示情報が第２の信号の受信電力測定を行うことを指示し
ている場合、第２の信号の受信電力測定を行なう。つまり、この指示情報は、受信電力測
定の切り替えを指示する情報である。また、この指示情報には、受信品質測定を行うか否
かを指示する情報が含まれてもよい。また、第３の信号は、この指示情報によらず、受信
電力測定を行なってもよい。
【０１１４】
　図３に示すように、端末は、条件を識別し、条件に基づいて、受信電力測定を行なう。
端末は、条件を識別する（ステップＳ３０１）。端末は、条件Ａの場合（Ｓ３０１：条件
Ａ）には、第１の信号に基づいて受信電力測定を行なう（ステップＳ３０２）。また、端
末は、条件Ｂの場合（Ｓ３０１：条件Ｂ）には、第２の信号に基づいて受信電力測定を行
なう（ステップＳ３０３）。また、条件Ｂの場合、端末は、第１の信号に基づく受信電力
測定を行なってもよい。また、条件Ｂの場合、端末は、第ｎの信号に基づく受信電力測定
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を行なってもよい。
【０１１５】
　ここで、図３を用いて説明すると、第１の実施形態においては、条件Ａには、第２の信
号に基づく受信電力測定を行なうことが指示されないことが含まれる。また、条件Ｂには
、第２の信号に基づく受信電力測定を行なうことが指示されることが含まれる。この時、
第３の信号の設定に関する情報が端末に設定されている場合、端末は、条件Ａまたは条件
Ｂに因らず、第３の信号に基づく受信電力測定を行なってもよい。
【０１１６】
　基地局から通知される指示情報によって、第１の信号の受信電力を測定するか第２の信
号の受信電力を測定するかを判定することができる。さらに、基地局が第１の信号を送信
しない場合、端末が第１の信号をモニタしないように制御することができるため、その分
の消費電力を抑制することができる。
【０１１７】
　（第２の実施形態）
　次に、本発明の第２の実施形態について説明する。第２の実施形態では、基地局は、第
１の信号の設定に関する情報、第２の信号の設定に関する情報のうち、少なくとも１つの
信号の設定に関する情報を端末へ送信する。端末は、第１の信号の設定に関する情報、第
２の信号の設定に関する情報のうち、少なくとも１つの信号の設定に関する情報を検出し
た場合に、検出した信号について受信電力測定を行なう。第１の信号、第２の信号はそれ
ぞれ、受信電力測定を行なう条件が異なってもよい。例えば、第１の信号は、設定に関す
る情報の有無にかかわらず、受信電力を測定してもよい。つまり、端末は、デフォルトで
第１の信号の受信電力を測定することができるようにしてもよい。つまり、第１の信号は
、システムに一意に決定された信号として定義され、端末は、それに基づいて受信電力測
定を行なってもよい。また、第２の信号は、第２の信号の設定に関する情報が端末にセッ
トされた場合にのみ受信電力を測定できるようにしてもよい。また、第２の信号は、複数
の第２の信号の設定に関する情報が端末にセットされなければ、受信電力を測定しなくて
もよい。つまり、第２の信号は、第２の信号の設定に関する設定情報が１つの場合、第２
の信号の受信電力を測定しなくてもよい。また、第２の信号の設定に関する情報が１つだ
け端末にセットされた場合、端末は、第２の信号に基づいてチャネル評価を行なってもよ
い。また、第２の信号は、第２の信号の設定に関する情報が端末にセットされた場合、第
１の信号の代わりに受信電力測定を行なってもよい。また、第１の信号の設定に関する情
報は、システムで一意に決定されてもよい。第１の信号の設定に関する情報は、報知情報
またはシステム情報として通知されてもよい。第１の信号の設定に関する情報は、基地局
から端末へ個別に通知されてもよい。また、第２の信号の設定に関する情報は、報知情報
またはシステム情報で通知されてもよい。第２の信号の設定に関する情報は、基地局から
端末へ個別に通知されてもよい。
【０１１８】
　第２の信号の設定に関する情報には、送信帯域幅を指示する情報が含まれてもよい。ま
た、第２の信号の設定に関する情報には、第２の信号の信号系列を生成するための仮想セ
ルＩＤ（スクランブリング初期化ＩＤ）を指示する情報が含まれてもよい。また、第２の
信号の設定に関する情報には、送信周期およびサブフレームオフセットを指示する情報が
含まれてもよい。また、第２の信号の設定に関する情報には、リソース割り当てを指示す
る情報が含まれてもよい。また、第２の信号の設定に関する情報には、アンテナポート数
を指示する情報が含まれてもよい。また、第２の信号の設定に関する情報には、第２の信
号の送信電力を決定するための情報が含まれてもよい。例えば、それは、電力オフセット
であってもよい。また、第２の信号の送信電力値であってもよい。また、第２の信号は、
仮想セルＩＤに設定された値によって、周波数シフトが決定されてもよい。また、第２の
信号は、物理セルＩＤに設定された値によって、周波数シフトが決定してもよい。また、
第２の信号のリソース割り当ては、第１の信号のリソース割り当てを回避するように配置
されてもよい。すなわち、第１の信号は、第２の信号の送信に対して使用されるリソース
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（リソースエレメントでもよい）に使用されないリソースに配置されてもよい。また、第
２の信号は、第１の信号の送信に対して使用されるリソースに使用されないリソースに配
置されてもよい。また、第２の信号のリソース割り当ては、第１の信号のリソース割り当
てと重複してもよい。また、第２の信号のリソース割り当ては、復調参照信号のリソース
割り当てと重複してもよい。第２の信号のリソース割り当ては、チャネル状態情報参照信
号のリソース割り当てと重複してもよい。また、第２の信号のリソース割り当ては、セル
固有参照信号のリソース割り当てと重複してもよい。また、第２の信号のリソース割り当
ては、ポジショニング参照信号（P-RS: Positioning Reference Signal）のリソース割り
当てと重複してもよい。また、第２の信号は、受信電力測定用の信号であってもよい。ま
た、第２の信号は、チャネル評価用の信号であってもよい。つまり、第２の信号の設定に
関する情報には、第２の信号を設定するための種々のパラメータがセットされてもよい。
【０１１９】
　また、第２の信号の設定に関する情報が特定の情報と紐付けされた場合に、第２の信号
に基づいて受信電力測定を行なってもよい。例えば、第２の信号の設定に関する情報が測
定対象設定に関する情報に紐付けされた場合に、第２の信号に基づいて受信電力測定を行
なってもよい。
【０１２０】
　また、複数の第２の信号の設定に関する情報が端末にセットされる場合、その設定に関
する情報のうち、仮想セルＩＤに関する情報がそれぞれ異なるとすれば、それぞれ独立に
受信電力測定を行ない、その設定に関する情報のうち、仮想セルＩＤに関する情報が同じ
値であれば、共通の信号として受信電力測定を行なってもよい。これは第ｎの信号（ｎは
自然数）に適用されてもよい。
【０１２１】
　例えば、第１の信号のリソース割り当てと第２の信号のリソース割り当てが重複する場
合、第１の信号と第２の信号はそれぞれ独立な方式（方法）で各信号の信号系列が初期化
されてもよい。また、第１の信号に対して割り当てられた無線リソースと第２の信号に対
して割り当てられた無線リソースが重複する場合、第１の信号と第２の信号はそれぞれ独
立な方式で各信号の信号系列が初期化されてもよい。また、第２の信号は、仮想セルＩＤ
で信号系列が初期化されてもよい。つまり、第１の信号の信号系列は、物理セルＩＤまた
は仮想セルＩＤに基づいて生成されてもよい。第２の信号の信号系列は、仮想セルＩＤに
基づいて生成されてもよい。また、第１の信号のリソース割り当てと第２の信号のリソー
ス割り当てが重複する場合、各信号の信号系列に使用するセルＩＤ（物理セルＩＤ、仮想
セルＩＤ）の値によって周波数シフトが適用されてもよい。また、第１の信号のリソース
割り当てと第２の信号のリソース割り当てが重複する場合、異なるアンテナポートから各
信号が送信されるようにしてもよい。つまり、アンテナポートの違いによって、第１の信
号と第２の信号は独立に信号系列を生成できるようにしてもよい。
【０１２２】
　ここで、図３を用いて説明すると、第２の実施形態においては、条件Ａには、端末に第
２の信号の設定に関する情報がセットされていないことが含まれる。すなわち、条件Ａに
は、端末に第１の信号の設定に関する情報のみがセットされていることが含まれる。条件
Ｂには、端末に第２の信号の設定に関する情報がセットされていることが含まれる。
【０１２３】
　端末は、第２の信号の設定に関する情報をセットするか否かによって第２の信号の受信
電力を測定するか否かを判定することができる。つまり、端末に対して第２の信号を測定
するか否かを指示する情報を必要としないため、基地局は、その分の情報量を追加して端
末に送信する必要が無くなる。
【０１２４】
　（第３の実施形態）
　次に、第３の実施形態について説明する。第３の実施形態では、基地局は、あるセル（
またはセルに対応するコンポーネントキャリア）に対するキャリアタイプに関する情報を
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端末へ送信する。端末は、キャリアタイプに関する情報によって、第１のキャリアタイプ
が指示される場合には、そのセルに対する受信電力は第１の信号に基づいて測定し、第２
のキャリアタイプが指示される場合には、そのセルに対する受信電力は第２の信号に基づ
いて測定する。この時、基地局は、端末に対して、第２の信号の設定に関する情報を送信
する。また、基地局は、端末に対して、第２の信号に対する測定報告イベントに関する情
報を送信する。端末は、あるセルに対して第２のキャリアタイプが設定されると、上位層
によって第２の信号に対する測定報告イベントがセットされる。また、端末は、あるセル
に対して第２のキャリアタイプが設定されると、受信電力（ＲＳＲＰ）を第２の信号に基
づいて測定する。また、端末は、あるセルに対して第２のキャリアタイプが設定されると
、第２の信号に対する測定報告イベントに基づいて測定報告を行なう。ここで、キャリア
タイプは、セルタイプと呼称される場合もある。また、キャリアタイプは、セルに対応す
るコンポーネントキャリアのタイプ（種類、形式）を示したものであってもよい。また、
第１のセルタイプは、プライマリーセルと定義されたものであってもよい。また、第１の
セルタイプは、セカンダリーセルと定義されたものであってもよい。また、第１のセルタ
イプは、サービングセルと定義されたものであってもよい。また、第２のセルタイプは、
第１のセルタイプとは異なる定義されてもよい。また、サービングセルに対して第１のセ
ルタイプまたは第２のセルタイプかを設定できるようにしてもよい。また、プライマリー
セルに対して第１のセルタイプまたは第２のセルタイプかを設定できるようにしてもよい
。また、セカンダリーセルに対して第１のセルタイプまたは第２のセルタイプかを設定で
きるようにしてもよい。また、第２のセルタイプが設定されたセルにおいては、第１のセ
ルタイプが設定されたセルで送信していた物理チャネルを送信しない場合もある。第２の
セルタイプが設定されたセルでは、基地局は、セル固有参照信号を送信しなくてもよい。
また、第２のセルタイプが設定されたセルでは、基地局は、プライマリー同期信号および
セカンダリー同期信号を送信しなくてもよい。つまり、基地局は、第１のセルタイプに設
定したセルと第２のセルタイプに設定したセルにおいて、必ずしも同じ種類の信号や物理
チャネルを送信しなくてもよい。また、第２のセルタイプが設定されたセルでは、基地局
は、物理下りリンク制御チャネルを送信しなくてもよい。また、端末は、第２のセルタイ
プが設定されたセルにおいては、物理セルＩＤでスクランブリングされた信号や物理チャ
ネルを検出しなくてもよい。第２のセルタイプが設定されたセルにおいて、第２の信号で
時間／周波数同期を行なってもよい。第２のセルタイプが設定されたセルにおいて、第２
の信号でセル検出（Cell detection）を行なってもよい。また、第２のセルタイプは特定
の種類のセルに適用されてもよい。例えば、第２のセルタイプは、スモールセルやフェム
トセル、ファントムセルに適用されてもよい。第２のセルタイプは、特定の端末に対して
のみ適用されてもよい。すなわち、基地局による設定に基づいて、第１のセルタイプと第
２のセルタイプが識別されてもよい。基地局は、第１のセルタイプに対応する設定として
、上述したような物理チャネル／信号に対する設定を送信してもよい。また、基地局は、
第２のセルタイプに対応する設定として、上述したような物理チャネル／信号に対する設
定を送信しなくてもよい。すなわち、基地局は、第１のセルタイプに対応する設定を送信
しないことによって、第２のセルタイプを指示しても良い。
【０１２５】
　基地局は、第２のセルタイプに関する情報を報知してもよい。また、基地局は、第２の
セルタイプに関する情報をシステム情報に含めてセル全体に送信してもよい。その第２の
セルタイプに関する情報は、一部の端末だけが検出できるようにしてもよい。また、基地
局は、第２のセルタイプに関する情報を上位層シグナリングによって端末個別に送信して
もよい。また、第２のセルタイプに関する情報は、特定の情報と関連付けられてもよい。
つまり、端末は、第２のセルタイプに関する情報を検出していなくても特定の情報さえ検
出していれば、第２のセルタイプが設定されたと認識してもよい。
【０１２６】
　第２のセルタイプが設定されたセルにおいて、第２の信号の設定に関する情報が設定さ
れていない場合、端末は、第１の信号に基づいて受信電力を測定してもよい。また、第２
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の信号の設定に関する情報が設定された場合、端末は、第２の信号に基づいて受信電力を
測定してもよい。この時、端末は、第１の信号に基づく受信電力を測定しなくてもよい。
【０１２７】
　また、端末は、第２の信号から得られた受信電力に基づいてパスロスをセットしてもよ
い。さらに、端末は、そのパスロスから上りリンク信号の送信電力をセットしてもよい。
【０１２８】
　また、端末は、第３の信号に関しては、セルタイプに因らず、そのセルに対する受信電
力測定を行なってもよい。
【０１２９】
　第２のセルタイプが設定されたセルに対してハンドオーバーが可能な通信システムにお
いて、第２のセルタイプが設定されたセルに対してハンドオーバーすることが指示された
場合、端末は、第２の信号に基づいて受信電力測定を行なってもよい。また、この通信シ
ステムでは、第２のセルタイプに設定されたセルにおいてハンドオーバー手順を行なって
もよい。
【０１３０】
　第２のセルタイプが設定されたセルに対してハンドオーバーが可能な通信システムにお
いて、端末がそのセルで無線リンク異常（RLF: Radio Link Failure）を体験（検出、経
験、認識）する場合、再確立（Reestablishment）手順を行なってもよい。また、第２の
セルタイプに設定されたセルが単独（Stand alone）に機能する通信システムにおいて、
端末がそのセルで無線リンク異常（RLF: Radio Link Failure）を体験（検出、経験、認
識）する場合、再確立手順を行なってもよい。また、この時、端末は、第２のセルタイプ
に設定されていないセルに対して再確立手順を行なってもよい。また、第２のセルタイプ
に設定されたセルが単独に機能する通信システムにおいて、端末がそのセルで無線リンク
異常（RLF: Radio Link Failure）を体験（検出、経験、認識）する場合、再確立（Reest
ablishment）手順を行なってもよい。なお、再確立は、ＲＲＣ接続再確立（RRC Connecti
on Reestablishment）と呼称される場合もある。
【０１３１】
　また、第２のセルタイプに設定されたセルが単独に機能する通信システムにおいて、シ
ステム情報に第２のセルタイプに関する情報が含まれて報知されている場合、端末は、第
２の信号に基づいて同期検出を行なってもよい。また、この時、端末は、第２の信号に基
づいて受信電力測定を行なってもよい。また、システム情報に第２のセルタイプに関する
情報が含まれていない場合、端末は、プライマリー同期信号やセカンダリー同期信号に基
づいて同期検出を行なってもよい。また、端末は、第１の信号に基づいて受信電力測定を
行なってもよい。
【０１３２】
　また、第２のセルタイプに設定されたセルが単独に機能する通信システムにおいて、シ
ステム情報に第２のセルタイプに関する情報が含まれて報知されている場合、端末は、そ
のセルに対してランダムアクセスによる初期接続を行なってもよい。つまり、端末は、第
２のセルタイプが設定されたセルに対してランダムアクセスを行なってもよい。また、端
末は、そのセルに対してランダムアクセス問題（Random Access Problem）を検出しても
よい。端末は、ランダムアクセス問題を検出したら、上位層へ通知し、ランダムアクセス
問題が通知された上位層では無線リンク異常が生じたと判断してもよい。その際、再確立
手順がトリガーされてもよい。
【０１３３】
　また、第２のセルタイプに設定されたセルが単独に機能する通信システムにおいて、端
末は、物理上りリンク制御チャネルに相当する制御チャネルを基地局へ送信してもよい。
ただし、その制御チャネルのリソース割り当ては、物理上りリンク制御チャネルと同じよ
うに配置されなくてもよい。
【０１３４】
　また、第２のセルタイプに設定されたセルに対して再確立を行なうことが基地局から上
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位層を通じて指示された場合、端末は、第２の信号に基づいて受信電力測定を行なっても
よい。また、第２のセルタイプに設定されたセルに対して再確立を行なうことが基地局か
ら上位層を通じて指示されなかった場合、第１の信号に基づいて受信電力測定を行なって
もよい。
【０１３５】
　端末は、受信したＲＲＣメッセージの中に、第２の信号の設定に関する情報が含まれて
いる場合には、第２の信号に基づいて受信電力測定を行なってもよい。そのＲＲＣメッセ
ージは、ハンドオーバーを行なうために使用されるメッセージであってもよい。また、そ
のＲＲＣメッセージは、セルの追加／除去を指示するために使用されるメッセージであっ
てもよい。また、そのＲＲＣメッセージは、測定を指示するメッセージであってもよい。
これらのＲＲＣメッセージは、専用シグナリング（Dedicated signaling）で通知される
。
【０１３６】
　以下、基地局と端末の動作の一例を記載する。例えば、端末は、第１のセルタイプのセ
ル（例えば、マクロセル）において、少なくとも第１の信号に基づいた受信電力の測定を
行う。ここで、第１の信号は、物理セルＩＤ（例えば、第１のセルタイプのセルに対する
物理セルＩＤの値）に基づいて、生成（または、マップ）される。また、第１の信号は、
上位層の信号（例えば、dedicated signal）を使用して設定された仮想セルＩＤ（例えば
、第１のセルタイプのセルに対する仮想セルＩＤの値）に基づいて、生成（または、マッ
プ）されても良い。
【０１３７】
　ここで、基地局は、第２の信号に関するパラメータを、上位層の信号（例えば、dedica
ted signal）に含めて、端末へ送信する。ここで、第２の信号に関するパラメータには、
第２の信号の送信周期を示す情報、第２の信号の送信帯域幅を示す情報、第２の信号の検
出を行うかどうかを示す情報、仮想セルＩＤ（例えば、第２のセルタイプのセル１（例え
ば、スモールセル１）に対する仮想セルＩＤの値）のいずれかが含まれてもよい。また、
第２の信号に関するパラメータとして、第２の信号に基づいた受信電力の測定に関するパ
ラメータが送信されても良い。ここで、第２の信号に基づいた受信電力の測定に関するパ
ラメータには、第２の信号に基づいて、受信電力を測定するかどうかを指示するためのパ
ラメータが含まれても良い。なお、第２の信号に関するパラメータは、第２の信号の設定
に関する情報と呼称される場合もある。
【０１３８】
　基地局から、第２の信号に関するパラメータを受信した端末は、第２の信号を検出する
。ここで、端末は、第２の信号を検出したことを示す情報（第２の信号の検出に成功した
ことを示す情報）を、基地局へ送信しても良い。
【０１３９】
　また、基地局は、セルの追加／除去に関するパラメータ（および／または、セルのＡｃ
ｔiｖａｔｅｄ／Ｄｅａｃｔｉｖａｔｅｄに関するパラメータ）を、上位層の信号（例え
ば、dedicated signal）に含めて、端末へ送信してもよい。ここで、セルの追加／除去に
関するパラメータ（および／または、セルのＡｃｔｉｖａｔｅｄ／Ｄｅａｃｔｉｖａｔｅ
ｄに関するパラメータ）として、第２のセルタイプのセル（例えば、第２のセルタイプの
セル１（スモールセル１））の追加／除去に関するパラメータ（および／または、セルの
Ａｃｔiｖａｔｅｄ／Ｄｅａｃｔｉｖａｔｅｄに関するパラメータ）が送信されても良い
。この際、基地局は、第２の信号に関するパラメータを、追加されるセルに関連付けて設
定してもよい。また、基地局は、第２の信号に基づいた受信電力の測定に関するパラメー
タを、追加されるセルに関連付けて設定してもよい。
【０１４０】
　また、端末は、第２のセルタイプのセル１（例えば、スモールセル１）において、少な
くとも第２の信号に基づいた受信電力の測定を行う。ここで、第２の信号は、上位層の信
号（例えば、dedicated signal）を使用して設定された仮想セルＩＤ（例えば、第２のセ
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ルタイプのセル１（スモールセル１）に対する仮想セルＩＤ）に基づいて、生成（または
、マップ）される。
【０１４１】
　さらに、基地局は、上位層の信号（例えば、dedicated signal）を使用して、仮想セル
ＩＤ（例えば、第２のセルタイプのセル２（スモールセル２）に対する仮想セルＩＤの値
）を端末へ設定する。ここで、基地局は、上位層の信号および／またはＰＤＣＣＨを使用
して、仮想セルＩＤを設定しても良い。また、基地局は、仮想セルＩＤをハンドオーバー
コマンドに関するメッセージに含めて送信してもよい。また、基地局は、第２の信号に基
づいた受信電力の測定に関するパラメータを、上位層の信号（例えば、dedicated signal
）またはハンドオーバーコマンドに関するメッセージに含めて送信しても良い。すなわち
、第２のセルタイプのセル（例えば、スモールセル１）から第２のセルタイプのセル（例
えば、スモールセル２）への切り替え（Reconfiguration）は、セルの追加／除去に関す
るパラメータを設定することなく、仮想セルＩＤの再設定によって行なわれる。なお、こ
れらのメッセージは、ＲＲＣメッセージと呼称される場合もある。
【０１４２】
　さらに、端末は、第２のセルタイプのセル２（例えば、スモールセル２）において、少
なくとも第２の信号に基づいた受信電力の測定を行う。ここで、第２の信号は、上位層の
信号（例えば、dedicated signal）またはハンドオーバーコマンドに関するメッセージを
使用して設定された仮想セルＩＤ（例えば、第２のセルタイプのセル２（スモールセル２
）に対する仮想セルＩＤ）に基づいて、生成（または、マップ）される。
【０１４３】
　上述した基地局と端末の動作は、あくまで一例である。すなわち、本実施形態は、上述
したような動作に制限されるものではなく、同様の動作は全て本実施形態に含まれる。
【０１４４】
　共通の測定ＩＤ（または測定対象ＩＤ）に仮想セルＩＤが同じ値に設定されたＣＳＩ－
ＲＳ設定に関する情報がセットされた場合、それら複数のＣＳＩ－ＲＳを用いて受信電力
測定を行なってもよい。
【０１４５】
　複数のＣＳＩ－ＲＳ設定に関する情報にセットされている仮想セルＩＤの値がそれぞれ
同じ値に設定されている場合、それら複数のＣＳＩ－ＲＳを用いて受信電力測定を行なっ
てもよい。該仮想セルＩＤがそれぞれ異なる値が設定されている場合、それら複数のＣＳ
Ｉ－ＲＳは独立に受信電力測定を行なってもよい。
【０１４６】
　端末は、第２のセルタイプに設定されたセルがＤｅａｃｔｉｖａｔｅｄである場合、第
１の測定周期に基づいて第２の信号に基づく受信電力測定を行なう。また、端末は、第２
のセルタイプに設定されたセルがＡｃｔｉｖａｔｅｄである場合、第２の測定周期に基づ
いて第２の信号に基づく受信電力測定を行なう。例えば、Ｄｅａｃｔｉｖａｔｅｄとは、
基地局と端末間でデータ通信を行なっていないことを含む。
【０１４７】
　図４に示すように、端末は、第１の測定周期の基づく受信電力測定サブフレームをセッ
トし、第２の測定周期の基づく受信電力測定サブフレームをセットすることができる。こ
れらの設定情報は、基地局から上位層シグナリングによって通知される。つまり、端末は
、第２のセルタイプに設定されたセルがＤｅａｃｔｉｖａｔｅｄであるかＡｃｔｉｖａｔ
ｅｄであるかによって、測定周期を切り替えることができ、受信電力測定を行なうタイミ
ングを切り替えることができる。端末は、データ通信を行なっていないセルに対しては疎
な時間間隔で受信電力測定に必要な消費電力を低減しつつ、定期的に基地局へ測定結果を
報告することでデータ通信を行なう場合に適切なスケジューリングを行なうことができる
。
【０１４８】
　また、端末は、第１の測定周期に基づいて第２の信号に基づく受信電力測定を行なって
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いる場合、第１の測定周期で構成された所定の測定時間を経過すると、上位層へ第２の信
号に基づく受信電力の測定結果を報告し、その報告情報を基地局へ送信する。基地局は、
Ｄｅａｃｔｉｖａｔｅｄなセル（つまり、データ通信を行なっていないセル）に対して事
前に測定結果に関する情報を各端末から報告させることによって、Ｄｅａｃｔｉｖａｔｅ
ｄなセルをＡｃｔｉｖａｔｅｄに切り替えた時に適切なスケジューリングを行なうことが
できる。
【０１４９】
　また、端末は、第２の測定周期に基づいて第２の信号に基づく受信電力測定を行なって
いる場合、測定報告に関する情報に含まれる所定の条件（測定報告イベント）を満たすと
、第２の信号に基づく受信電力の測定結果を上位層へ報告し、基地局へその報告情報を送
信する。また、端末は、この時、周期的に、第２の信号に基づく受信電力の測定結果を上
位層へ報告し、基地局へその報告情報を送信してもよい。
【０１５０】
　ここで、図３を用いて説明すると、第３の実施形態においては、条件Ａには、あるセル
に対して所定のセルタイプが設定されていないことが含まれる。また、条件Ａには、ある
セルに対して第１のセルタイプが設定されることが含まれる。また、条件Ａには、あるセ
ルに対して、（第１のセルタイプに対応する）所定の設定が送信されることが含まれる。
条件Ｂには、あるセルに対して所定のセルタイプが設定されていることが含まれる。また
、条件Ｂには、あるセルに対して第２のセルタイプが設定されていることが含まれる。ま
た、条件Ｂには、あるセルに対して、（第２のセルタイプに対応する）所定の設定が送信
されることが含まれる。また、条件Ｂには、あるセルに対して、（第１のセルタイプに対
応する）所定の設定が送信されないことが含まれる。
【０１５１】
　特定の情報が設定されることによって、特定の物理チャネルや物理信号の受信処理を行
なわないことで受信処理に必要な消費電力を抑制することが可能である。
【０１５２】
　なお、上記各実施形態では、端末は、第２の信号に基づく受信電力の測定結果を基地局
へ報告してもよい。端末は、その報告を周期的に行なってもよい。また、端末は、その報
告をある条件を満たした場合に行なってもよい。
【０１５３】
　上記各実施形態では、端末は、第２の信号に基づく受信電力を測定する場合、その受信
電力に基づいて上りリンク信号の送信電力制御を行なってもよい。また、端末は、下りリ
ンクパスロスをその受信電力に基づいて決定してもよい。
【０１５４】
　なお、上記各実施形態では、情報データ信号、制御情報信号、ＰＤＳＣＨ、ＰＤＣＣＨ
および参照信号のマッピング単位としてリソースエレメントやリソースブロックを用い、
時間方向の送信単位としてサブフレームや無線フレームを用いて説明したが、これに限る
ものではない。任意の周波数と時間で構成される領域および時間単位をこれらに代えて用
いても、同様の効果を得ることができる。なお、上記各実施形態では、プリコーディング
処理されたＲＳを用いて復調する場合について説明し、プリコーディング処理されたＲＳ
に対応するポートとして、ＭＩＭＯのレイヤーと等価であるポートを用いて説明したが、
これに限るものではない。この他にも、互いに異なる参照信号に対応するポートに対して
、本発明を適用することにより、同様の効果を得ることができる。例えば、Ｐｒｅｃｏｄ
ｅｄ　ＲＳではなくＵｎｐｒｅｃｏｄｅｄ（Ｎｏｎｐｒｅｃｏｄｅｄ）　ＲＳを用い、ポ
ートとしては、プリコーディング処理後の出力端と等価であるポートあるいは物理アンテ
ナ（あるいは物理アンテナの組み合わせ）と等価であるポートを用いることができる。
【０１５５】
　なお、上記各実施形態では、上りリンク送信電力制御とは、上りリンク物理チャネル（
ＰＵＳＣＨ、ＰＵＣＣＨ、ＰＲＡＣＨ、ＳＲＳ）の送信電力制御のことであり、送信電力
制御とは、種々の上りリンク物理チャネルの送信電力のセッティングに使用する種々のパ
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ラメータの切り替えまたは（再）設定に関する情報を含んでいる。
【０１５６】
　なお、上記各実施形態では、基地局は、１つの端末に対して複数の仮想セルＩＤを設定
できるようにしてもよい。例えば、基地局および少なくとも１つの基地局を含むネットワ
ークは、物理チャネル／物理信号毎に独立に仮想セルＩＤを設定できるようにしてもよい
。また、１つの物理チャネル／物理信号に対して複数の仮想セルＩＤを設定できるように
してもよい。つまり、各物理チャネル／物理信号の設定に関する情報毎に仮想セルＩＤが
設定できるようにしてもよい。また、複数の物理チャネル／物理信号で仮想セルＩＤは共
有されてもよい。
【０１５７】
　本発明に関わる基地局１および端末２で動作するプログラムは、本発明に関わる上記実
施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ等を制御するプログラム（コンピュータを機能さ
せるプログラム）である。そして、これら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時
的にＲＡＭに蓄積され、その後、各種ＲＯＭやＨＤＤに格納され、必要に応じてＣＰＵに
よって読み出し、修正・書き込みが行なわれる。プログラムを格納する記録媒体としては
、半導体媒体（例えば、ＲＯＭ、不揮発性メモリカード等）、光記録媒体（例えば、ＤＶ
Ｄ、ＭＯ、ＭＤ、ＣＤ、ＢＤ等）、磁気記録媒体（例えば、磁気テープ、フレキシブルデ
ィスク等）等のいずれであってもよい。また、ロードしたプログラムを実行することによ
り、上述した実施形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムの指示に基づき、
オペレーティングシステムあるいは他のアプリケーションプログラム等と共同して処理す
ることにより、本発明の機能が実現される場合もある。
【０１５８】
　また市場に流通させる場合には、可搬型の記録媒体にプログラムを格納して流通させた
り、インターネット等のネットワークを介して接続されたサーバコンピュータに転送した
りすることができる。この場合、サーバコンピュータの記憶装置も本発明に含まれる。ま
た、上述した実施形態における基地局１および端末２の一部、または全部を典型的には集
積回路であるＬＳＩとして実現してもよい。基地局１および端末２の各機能ブロックは個
別にチップ化してもよいし、一部、または全部を集積してチップ化してもよい。また、集
積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回路、または汎用プロセッサで実現してもよい。ま
た、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替する集積回路化の技術が出現した場合、当該技
術による集積回路を用いることも可能である。
【０１５９】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【産業上の利用可能性】
【０１６０】
　本発明は、無線基地局装置や無線端末装置や無線通信システムや無線通信方法に用いて
好適である。
【符号の説明】
【０１６１】
１　基地局
２　端末
１０１　上位層処理部
１０３　制御部
１０５　受信部
１０７　送信部
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１０９　チャネル測定部
１１１　送受信アンテナ
１０１１　無線リソース制御部
１０１３　測定設定部
１０１５　送信電力設定部
１０５１　復号化部
１０５３　復調部
１０５５　多重分離部
１０５７　無線受信部
１０７１　符号化部
１０７３　変調部
１０７５　多重部
１０７７　無線送信部
１０７９　下りリンク参照信号生成部
２０１　上位層処理部
２０３　制御部
２０５　受信部
２０７　送信部
２０９　チャネル測定部
２１１　送受信アンテナ
２０１１　無線リソース制御部
２０１３　測定制御部
２０１５　送信電力制御部
２０５１　復号化部
２０５３　復調部
２０５５　多重分離部
２０５７　無線受信部
２０７１　符号化部
２０７３　変調部
２０７５　多重部
２０７７　無線送信部
２０７９　上りリンク参照信号生成部
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